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※※※※高応答高応答高応答高応答、、、、高精度高精度高精度高精度、、、、高分解能高分解能高分解能高分解能、、、、高耐圧高耐圧高耐圧高耐圧、、、、気体気体気体気体／／／／液体流量液体流量液体流量液体流量センサーセンサーセンサーセンサー！！！！！！！！！！！！ 【特許】 
 
 

    
    
    

特徴  
《《《《マルチチューブ®型層流式流量型層流式流量型層流式流量型層流式流量センサーセンサーセンサーセンサー》》》》は、蓮根状の多数の細孔を有する「焼結ベント®」を、整流、差圧生成
エレメントとして構成した、高精度の気体／液体用層流式差圧流量センサーで、以下の優れた特徴を有しております。
【《《《《註》》》》「「「「マルチチューブマルチチューブマルチチューブマルチチューブ型層流式流量型層流式流量型層流式流量型層流式流量センサーセンサーセンサーセンサー」」」」は、「①流量センサー本体」＋「②差圧センサー」により構成されま
す。このため、「使用する差圧センサー」により、その性能が限定されます。また、流体の粘性係数を基本に計測していま
すので、粘度が変わる場合は、その補正が必要です。】 
  

 
また、計測性能は、以下の通りです。 
 

表１ 流量センサーの総合性能 
総合基本性能 

計計計計    測測測測    精精精精    度度度度    ±±±±００００．．．．５５５５((((％％％％))))ＦＳＦＳＦＳＦＳ以下以下以下以下    

直直直直    線線線線    性性性性    ±±±±００００．．．．２２２２((((％％％％))))ＦＳＦＳＦＳＦＳ以下以下以下以下    

再再再再    現現現現    性性性性    ±±±±００００．．．．１１１１((((％％％％))))ＦＳＦＳＦＳＦＳ以下以下以下以下    

分分分分    解解解解    能能能能    最大流量最大流量最大流量最大流量のののの１１１１／／／／１００１００１００１００程度程度程度程度    

レンジアビリティレンジアビリティレンジアビリティレンジアビリティ    約約約約１００１００１００１００倍倍倍倍    

 

構成材料と適用流体  
標準材料として、以下の材料で構成されております。なお、特注

仕様での材料構成での提供も可能ですので、ご相談下さい。 
 

表１ 流量センサー構成材料(例) 
構成材料 適用流体 

① 層流エレメント ＳＵＳ３１６ 
② アウター・ハウジング ＳＵＳ３０４ 
③ Ｏ－リング バイトン 
④ 差圧センサー受圧部 シリコーン・ゴム、ＰＡ樹脂 

① 構成材料を腐食(侵食)させない、各種気体／液体。 
② 管内圧力≦１００(MPa)、温度範囲＝－200～400(℃)の流体 
③ 粘性係数を基本原理としているため、粘度変化が大の場合は、要注意。 
｛｛｛｛註註註註    適用可能温度適用可能温度適用可能温度適用可能温度、、、、耐圧耐圧耐圧耐圧はははは、、、、使用使用使用使用するするするする圧力圧力圧力圧力センサーセンサーセンサーセンサーとととと構成材質構成材質構成材質構成材質によるによるによるによる｝｝｝｝    

 

計測作動原理  

内径φｄｄｄｄ(m)、長さＬＬＬＬ(m)の細管内を、流体が“層流状態”で流れる場合、細管の数をｎｎｎｎ、流体の粘性係数をηηηηｘｍｘｍｘｍｘｍ    

(Pa･s)とすると、そこを流れる流量 Qｍ(㍑/sec)と発生差圧ΔＰ(hPa)の関係は、 
 

 Qｍ＝＝＝＝(ππππｄｎ／ｄｎ／ｄｎ／ｄｎ／１２８１２８１２８１２８ＬＬＬＬ）・・・・（（（（ΔΔΔΔＰ／Ｐ／Ｐ／Ｐ／ηηηηｘｍｘｍｘｍｘｍ））））＝Ｋ＝Ｋ＝Ｋ＝Ｋｘｍｘｍｘｍｘｍ・・・・ΔＰ      ・・・・・・・・・（１） 
  ただし、ＫＫＫＫｘｍｘｍｘｍｘｍ＝流体の流量比例定数｛＝（（（（ππππｄｎｄｎｄｎｄｎ／／／／１２８１２８１２８１２８ＬＬＬＬ）／）／）／）／ηηηηｘｍｘｍｘｍｘｍ｝ 
 

で与えられる。すなわち、流体の粘度が特定されれば、『流量Ｑと差圧ΔＰは一次比例の関係に有る』ことが明らかで
ある。弊社では、「気体流量センサー」の場合は、納品時に、「２０(℃)の空気による“ＫＫＫＫａａａａｘｘｘｘ”を実測試験に
より求めて添付している。気体の粘性係数は、～数気圧の範囲では圧力によらず温度のみの関数で表されること 
から、各種気体については、一般に、次式で与えられる。 
 『マルチチューブ』は((((株株株株))))技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所®の登録商標｛第第第第４０９３１９７４０９３１９７４０９３１９７４０９３１９７号号号号｝であり、『焼結ベント』は㈱ファインシンターの登録商標です。 

また、それらを応用した『マルチチューブ®型層流流量型層流流量型層流流量型層流流量センサーセンサーセンサーセンサー』は、特許｛特許特許特許特許第第第第 3377574337757433775743377574｝商品です。 

(1) 標準形式標準形式標準形式標準形式としてとしてとしてとして、「、「、「、「≦≦≦≦１(cm3/hour)FS～～～～４０(ﾘｯﾄﾙ/min)FS」」」」のののの範囲範囲範囲範囲のののの各種流量計測各種流量計測各種流量計測各種流量計測がががが提供可能提供可能提供可能提供可能。。。。    
(2) 直感部不要直感部不要直感部不要直感部不要のののの、、、、気体気体気体気体／／／／液体用液体用液体用液体用““““層流式流量層流式流量層流式流量層流式流量センサーセンサーセンサーセンサー””””のためのためのためのため、「、「、「、「流量流量流量流量とととと信号出力信号出力信号出力信号出力」」」」がががが一次比例一次比例一次比例一次比例。。。。    
(3) 耐圧耐圧耐圧耐圧≧≧≧≧８８(MPa)、、、、耐熱耐熱耐熱耐熱＝－＝－＝－＝－２００(℃)～～～～４００(℃)【【【【《《《《註註註註》》》》使用使用使用使用するするするする差圧差圧差圧差圧センサーセンサーセンサーセンサー性能性能性能性能によるによるによるによる】。】。】。】。    
(4) 「「「「～～～～１０(kHz)(kHz)(kHz)(kHz)のののの高速応答高速応答高速応答高速応答」」」」によりによりによりにより、、、、脈動流量脈動流量脈動流量脈動流量、、、、逆流逆流逆流逆流をををを含含含含むむむむ過渡時流量計測過渡時流量計測過渡時流量計測過渡時流量計測がががが可能可能可能可能。。。。    
(5) 目的目的目的目的にににに合合合合せたせたせたせた「「「「自由自由自由自由なななな計測差圧計測差圧計測差圧計測差圧」」」」がががが提供可能提供可能提供可能提供可能【【【【((((例例例例))))１０(hPa)(hPa)(hPa)(hPa)～～～～１０００(hPa)(hPa)(hPa)(hPa)差圧差圧差圧差圧でででで気体流量計測気体流量計測気体流量計測気体流量計測】。】。】。】。    
(6) ＳＵＳＳＵＳＳＵＳＳＵＳ３１６３１６３１６３１６製製製製――――――――「「「「剛性剛性剛性剛性エレメントエレメントエレメントエレメント」」」」のためのためのためのため、、、、分解分解分解分解・・・・洗浄洗浄洗浄洗浄がががが容易容易容易容易。。。。    

 
写真１ エレメントと各種流量センサー 
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 (ηηηηｘｍｘｍｘｍｘｍ／／／／ηηηηｘｓｘｓｘｓｘｓ))))＝｛（Ｔｓ＋Ｃ）／＝｛（Ｔｓ＋Ｃ）／＝｛（Ｔｓ＋Ｃ）／＝｛（Ｔｓ＋Ｃ）／((((Ｔｍ＋Ｃ）｝Ｔｍ＋Ｃ）｝Ｔｍ＋Ｃ）｝Ｔｍ＋Ｃ）｝・・・・（Ｔｍ／Ｔｓ）（Ｔｍ／Ｔｓ）（Ｔｍ／Ｔｓ）（Ｔｍ／Ｔｓ）3/23/23/23/2・・・・・・・・・・・（２） 
 ただし、ＴｓＴｓＴｓＴｓ＝標準温度(K){20(℃)の時、293(K)}、ＴｍＴｍＴｍＴｍ＝計測時の流体温度(K) 
     ηηηηｘｓｘｓｘｓｘｓ＝標準状態{圧力＝1(atm)、温度ＴｓＴｓＴｓＴｓ(K)}の時の粘性係数(Pa･s) 
     ηηηηｘｍｘｍｘｍｘｍ＝流体温度がＴｍＴｍＴｍＴｍ(K)の時の計測流体の粘性係数(Pa･s)、ＣＣＣＣ＝サザランドの係数 
 

「最も安価計測する場合」や「定流量計測する場合」は、流体の温度をその都度計測して、式（２）により流量係数補正
を行なって、流量算出をします。しかし、「気体温度や圧力」影響を自動処理する場合は、後述のように、「流量、温度、
圧力」信号を、(株)技術開発総合研究所®の「三入力演算デジタル表示計 ＡＤＦ－４００Ｉ」に入力して計測します。 
「液体流量センサー」の場合は、基本的には、「水」を用いた検定結果が添付されます｛≪註≫ガソリン、軽
油、潤滑油等、計測流体が確定している場合は、当該流体を用いた検定も行ないます｝。このように、較正試験時に粘性係
数「ηηηηｘｗｘｗｘｗｘｗ」の「水」を用いた較正試験結果を、粘性係数が「ηηηηｘｍｘｍｘｍｘｍ(Pa･s)」の流体に適用した場合は、水の流量を「Qｗ」、
計測流体の流量 を「Qｍ」としますと、上記の式（１）より、次式の関係が成り立ちます。 
 
 Qｍ＝＝＝＝(ηηηηｘｘｘｘｗｗｗｗ／ηηηηｘｘｘｘｍｍｍｍ）・Qｗ＝＝＝＝(ηηηηｘｘｘｘｗｗｗｗ／／／／ηηηηｘｘｘｘｍｍｍｍ））））・・・・ＫＫＫＫｘｘｘｘｗｗｗｗ・・・・ΔＰ     ・・・・・・・・・（３） 
 
 すなわち、流量較正試験時の「ηηηηｘｘｘｘｗｗｗｗ（＝固定値）」に、計測流体の「（ηηηηｘｘｘｘｍｍｍｍ＝温度関数）」を代入して流量計測します。
「気体／液体」計測において、「流体温度を逐次計
測して、式（２）あるいは式（３）演算処理を行
い瞬時計測」する場合は、「流量センサーと温度セ
ンサー（気体の場合は、圧力センサーも必要）」の
アナログ出力を、❶コンピューターに取り込み
演算処理するか、❷(株)技術開発総合研究所®の
「三入力演算デジタル表示計 ＡＤＦ－４００

Ｉ」を使用します。 
 

構造  
図 1 に、「マルチチューブ®

型層流量センサー」｛ＭＳ＊ＭＳ＊ＭＳ＊ＭＳ＊型｝の一般的な構造を
示す。  

流量センサーの「⑥ハウジングハウジングハウジングハウジング」内には、流
量に比例した差圧を発生させる「⑨差圧生成差圧生成差圧生成差圧生成――――
――――層流層流層流層流エレメントエレメントエレメントエレメント」が格納されている。そして、
｢⑨差圧生成差圧生成差圧生成差圧生成エレメントエレメントエレメントエレメント｣により発生した差圧
を、｢⑭圧力取圧力取圧力取圧力取りりりり出出出出しししし孔孔孔孔｣を経て、計測目的に対
応して構成された｢差圧差圧差圧差圧センサーセンサーセンサーセンサー｣、流量表示計
により流量計測される。このように、極めて簡単
な構造が、本流量センサーの特徴である。「流量セ
ンサー」そのものは、稼動部が無く、１００(MPa)
以上の超耐圧性能の仕様も提供可能である。ただ
し、当該流量センサーの性能は、「流量センサー」
と「使用する差圧センサー」の２つの構成により
性能が決定されるため、注意して下さい。また、｢⑨
差圧生成差圧生成差圧生成差圧生成エレメントエレメントエレメントエレメント｣の長さを変更｛最長Ｌ＝５

００(ｍｍ)／１エレメント｝することにより、例
えば、計測差圧＝１０００(hPa)の超高精度流量計
を構成することも容易に可能である。 
｛｛｛｛なお、特注仕様として計測精度の向上と維持のために、
「⑨差圧生成エレメント」の前後に、流れを整え
る「④整流エレメント」を設けることも可能です。
このような特殊仕様については、ご相談下さい。｝｝｝｝    
 また、参考に、多連装エレメント構成例を、
図２に示す。図中の「⑧」の部分を連接させる事により自由な「差圧／流量」特性を得る事が可能で、上述のように、
気体流量を計測差圧＝１０００(hPa)の超高精度流量計を構成することも容易に可能です。但し、単一エレメントと異なり、
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 【【【【ＭＴ＊－ＭＴ＊－ＭＴ＊－ＭＴ＊－００３００３００３００３型型型型マルチチューブマルチチューブマルチチューブマルチチューブ®®®®型流量型流量型流量型流量センサーセンサーセンサーセンサー一例一例一例一例】】】】 
部品番号 部品名称 部品番号 部品名称 

① Ｏ－リング ⑨ 層流エレメント 

② 入口ハウジング ⑩ 出口ハウジング 

③ メッシュ ⑪ 接続配管固定ビス 

④ 金網ホールダー ⑫ 組立六角穴付ボルト 

⑤ Ｏ－リング ⑬ 入口前温度取付孔 

⑥ 差圧ハウジング ⑭ 差圧センサー取付孔 

⑦ Ｏ－リング 

 

⑮ 出口温度取付孔 

⑧ 増設差圧ハウジング  ⑯ 入口前圧力センサー取付孔 

 

図１ マルチチューブ®型流量センサー構造例 
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「エレメント」の連接部分で、縮流・拡大流効果を生じるため、「流量と差圧」の関係が若干の二次関係に成る事が有りま
すので、この点は、注意して下さい。 
    

差圧センサー仕様 

ＭＴ＊ＭＴ＊ＭＴ＊ＭＴ＊型――「マルチチューブ®型層流量センサー」の「気体／液体用―――標準差圧センサーとし
て、『(１)１１５１ＤＰ；計測差圧＝±１２７(hPa)～±３１７５(hPa)、計測精度＝±０．０４(%)ＦＳ、ライン圧力≦１

４(MPa)、応答性能≧０．１(sec)』、『((((２２２２))))ＰＤ

－１１；計測差圧＝±０．０１(MPa)～±０．

１(MPa)、計測精度＝±０．５(%)ＦＳ、ライン
圧力≦２０(MPa)、応答性能≧０．２(msec) 』、
『((((３３３３))))ＤＰ３６３；計測差圧＝±３５００(hPa)
～±０．８８(MPa)、計測精度＝±０．２５(%)
ＦＳ、ライン圧力≦８８(MPa)、応答性能≧１

(msec) 』、等々が適用可能です。安価構成使用
として、『((((４４４４))))２台の圧力センサーを用いて、そ
の管内圧力差から流量算出する方法』も有りま
す。 

その他に、気体流量計測専用の超安価な、
『(５)ＸＣＡＬ４；計測差圧＝±１００(hPa)
～±０．１(MPa)、計測精度≦±１(%)ＦＳ、ラ
イン圧力≦０．３５ (MPa)、応答性能≧１

(msec) 』、が用意されております。計測対象流
体や使用目的に合せて、最適な差圧センサーが
選定されます。 
 

システム構成  
図２に示すごとく、流量計測は、((((１１１１))))マ

ルチチューブ®型層流量センサー｣→→→((((２２２２))))
圧力導管→→→((((３３３３))))差圧センサー→→→((((４４４４))))流量表示計｛ＡＤＧ－３００、ＡＤＦ－４００シリーズ等｝の構成により行われる。
そして、粘度補正や密度補正を必要とする場合は、その他に、((((５５５５))))温度センサーや((((６６６６))))絶対圧力センサーが追加されます。 

「気体／液体流量計測」において、流体温度変化が小さい場合は、ＡＤ－３００型表示計が、また、流体の温度変化に
よる粘性係数補正を行う場合や気体の密度補正を行う場合は、三入力演算処理デジタル表示計――ＡＤＦ－４００型が構
成される。これら各種形式の流量表示計については、『流量流量流量流量センサーセンサーセンサーセンサー用各種表示計用各種表示計用各種表示計用各種表示計（カタログ・ナンバー；ＦＤ－００１）』を
参照して下さい。 
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図２ 多連装エレメント構成例 
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図図図図３３３３    計測計測計測計測システムシステムシステムシステム    
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標準形式  
流量センサーの測定流量範囲は、『((((１１１１))))測定精度限界、((((２２２２))))圧力損失限界、((((３３３３))))センサー耐久限界』の３つの要素により

決定されます。「((((１１１１))))の測定限界」については、下限界は基本的には“０”から計測可能ですが、上限界は流用増加に伴っ
て“乱流に移行”し、また“絞り効果の影響”で、流量ＱＱＱＱと差圧ΔΔΔΔＰＰＰＰの関係が「ＱＱＱＱ∝ΔΔΔΔＰＰＰＰｎ」に移行し、一次比例関係
からずれるため、精度面で限界となります。一例としての標準形式の仕様を、表１に示す。 

なお、「マルチチューブ®型流量センサー」の最大の特徴は、逆流を伴う気体流量を、『一次比例の電圧信号』で安
価に計測できることです。また、差圧エレメントは剛性体の「ＳＵＳ３１６」製であるため、管理および計測条件が適
切であれば、半永久的に、「差圧―――流量」特性が変わらない特性を有しております。 

このため、世界初の“５００(mm)長さを有する「１０００(mmAq)差圧」の層流エレメント”は、気体流量較正原器の特
徴を有しており、一点較正式のソニック・ノズルに比して、被較正流量センサーの計測範囲全体の較正を行う事が可能で
す。 

表２ 標準形式の一例【《註》仕様により性能等が変わります】    
形  式    気体流量範囲    液体流量範囲    外形寸法(mm)     接続管径    

ＭＳＧ－００１ＳＤＲ ００００～～～～    ±±±±１１１１(㍑/min)／±１００(mmH2O) ００００～～～～±±±±００００．．．．５５５５(㍑/min)／±２００(ｍｍＨｇ) 対辺３２六角×１３２(mm) ＰＴ1/2、Ｒｃ3/8 
ＭＳＧ－００２ＳＤＲ ００００～～～～    ±±±±２２２２(㍑/min)／±１００(mmH2O) ００００～～～～±±±±１１１１．．．．００００(㍑/min)／±２００(ｍｍＨｇ) 対辺３２六角×１３２(mm) ＰＴ1/2、Ｒｃ3/8 
ＭＳＧ－００５ＳＤＲ ００００～～～～    ±±±±５５５５(㍑/min)／±１００(mmH2O) ００００～～～～±±±±２２２２．．．．００００(㍑/min)／±２００(ｍｍＨｇ) 対辺３２六角×１３２(mm) ＰＴ1/2、Ｒｃ3/8 
ＭＳＧ－０２０ＳＤＲ ００００～～～～±±±±２０２０２０２０(㍑/min)／±１００(mmH2O) ００００～～～～±±±±８８８８．．．．５５５５(㍑/min)／±２００(ｍｍＨｇ) 対辺４１六角×１３２(mm) ＰＴ3/4、Ｒｃ1/2 
ＭＳＧ－０４０ＳＤＲ ００００～～～～±±±±４０４０４０４０(㍑/min)／±１００(mmH2O) ００００～～～～±±±±１７１７１７１７    (㍑/min)／±２００(ｍｍＨｇ) 対辺５２六角×１３２(mm) ＰＴ１、 Ｒｃ3/4 

世界初の「１エレメント長さ＝５００(mm)の、計測差圧＝１０００(mmAq)」の層流エレメントによる、「≦≦≦≦００００．．．．０１０１０１０１(%)(%)(%)(%)ＦＳＦＳＦＳＦＳ」の計測分解能
の流量センサーから、「φｄ≦０．１(mm)」の細孔流路を有する「１１１１(cm(cm(cm(cm3333/hour)/hour)/hour)/hour)ＦＳＦＳＦＳＦＳ」の超微小流量センサー等々、 

上記の流量域を越える、各種流量センサー等については、特注にて用意できます。 
    

流量センサー形式表示 

『マルチチューブマルチチューブマルチチューブマルチチューブ®型流量計センサー』の型式表示は、次の通りです。接液部材質としては、①標準「ハウジング」
材質は「ＳＵＳ３０４」、②標準「層流エレメント」材質は「ＳＵＳ３１６」、③標準「Ｏ－リング」材質は「バイトン」
が使用されております。 
 

 

大流量、高精度、高温、高耐圧流量計測 
 ㈱技術開発総合研究所®での、「マルチチューブ型層流式流量センサー」の位置付けは、「①瞬時、②逆流、③微
少流量」計測に有ります。本流量センサーの他に、一例として、次のような各種流量センサーを用意してありますので、
目的に添って最適選択されることを希望します。 
    

＃＃＃ Ｓ ＃＃＃＃

が入ります。Tはチタン、Fはテフロン、Cはセラミックス、PはＰＰＳ
樹脂、Ａはアルミニウム、ＮはＰＡ樹脂のナイロン樹脂を、またＳは

『＊』には、接続配管がパイプ接続を示す「Ｐ」、あるいは、テーパー・

『Ｓ』には、整流エレメント（オプション）と差圧エレメント材質を表す英文

『Ｇ』は気体用流量センサーを表し、「Ｌ」は液体用流量センサーを表します。

『＃＃＃＃』は、シリアル・ナンバーを表します

密度ポリエチレンで、その他に、Ｌ，Ａ，Ｐ，Ｓ，Ｃ等の英文字が入ります。
ＬはＰＰＳ樹脂、Ａはアルミニウム、ＰはＳＵＳ３０４、ＳはＳＵＳ３１６、
Ｃはセラミックス、Ｄはデルリンを意味します。

ＳＵＳ３１６を表します。｛ＭＳＧ型は、無記載です｝

字が記載されます。標準材質は、「Ｓ」のＳＵＳ３１６です。

『Ｐ』には、ハウジング材質を表す英文字が入ります。標準材質は、Ｈの高

＊ Ｐ
『＊』には整流エレメント材質を表す、T、F、C、P、A、N、Sの英文

Ｔ

メネジを表す「Ｒ｣、オネジを表す「Ｔ｝の英文字が記載されます。

※Ｍ Ｔ

『ＭＴ』は、マルチチューブ型流量センサーの頭文字・・・・・「Ｍｕｌｔｉ－Ｔｕｂｅ」の――「ＭＴ」
の頭文字を表しております。

『＃＃＃』には、気体の場合は、「空気」が、ΔＰ＝１００ ( (hPa )の差圧時に流れる凡そ
の流量、液体の場合は、「水」の２００ (mmHg )差圧時の凡その流量 (ﾘｯﾄﾙ/m in )が表されます。
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-----------------性能改善と向上のために、仕様変更されることが有りますので、ご容赦下さい----------------- 

（カタログ改定―０） 
 

㈱㈱㈱㈱技技技技術開発総合研究所術開発総合研究所術開発総合研究所術開発総合研究所®の開発商品は、『生産物賠償責任保険（あいおい損害保険㈱）』により責任保証（１９９４年以来）されて

おります。    
 

 

((((株株株株))))技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所技術開発総合研究所®は、①物体《気体、液体、粉体、固体、生体》、②エネルギ《熱、光、圧力、音等》、③情報情報情報情報《データ、ソフト、評価、通信等》に関わるあ
らゆる産業分野の技術創造を、弛まぬ情熱と多次元思考により遂行し、各社の新しい技術の夢を創り、夢を育み、夢を実現します。 

『流体機器―計測器―熱交換器―工業用機器・・・・・―特殊機器等、約５０種の開発商品を用意』――――何でも、ご相談下さい。 
―――基本特許｛含む、申請中｝約４０件、商標登録｛含む、申請中｝約２６件、ドメインを１００件、保有――― 

 

①    超安価、アナログ出力の「気／液用流量計測」 →→→→→→→→→パイプオリフィス型動圧式流量計 
②    安価な「≦４０(ﾘｯﾄﾙ/min)」の気体流量計測→→→→差圧センサー付マルチチューブ®型層流式流量計 
③    液体の高分解能、高精度、微少流量計測→→→→→→→→→→ジェットローター®型タービン式流量計 
④    液体の高分解能、高精度、低流計測→→→→→→→→→→→→スワールインペラ®型タービン式流量計 
⑤    安価かつ大流量計測、液体の→→→→→→→→→→→→→→→→→Ｕ字オリフィスタービン®型流量計 
⑥    安価、超大型流量計測、気／液体→→→→→→→→→→→→オリフィスタービン®型タービン式流量計 
⑦    安価、中型流量計測、気／液体→→→→→→→→→→→→→→スパイラルフロー®型タービン式流量計 
⑧    高精度、高耐久、高圧、高気体／液体→→→→→→→→→→→スワールタービン®型タービン式流量計 
⑨    微粒子混入流体 →→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→→ループフロー®型差圧式流量計 
⑩    高粘度液体、高精度→→→→→→→→→→→→→→→→→→→スパイラルギヤフロー®型容積式流量計 
⑪    気体の質量流量、高レスポンス、高精度 →→→→→→→→→→サーマスフロー™型熱線式質量流量計 

【【【【研究・開発・製造】】】】    (株)技術開発総合研究所®                  

       〒３０５－００４２ 茨城県つくば市下広岡７２５番地の２９ 【TEL.(029)857-6010,FAX.(029)857-8357】 

E-mail；sensor@techno-max.com､E-mail；y-hommoh@advanced-techno-future.com 
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図４ 較正原器用流量センサー構造例 


